
【取組内容②】動画や資料の共有（中学1年技術）

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

(1) 作業方法のスライドや動画の共有
作業の方法について、スライドや動画を作成し、
いつでも閲覧できるようにオンラインで共有して
いる。これにより、生徒は授業時間外でも必要な
情報を確認でき、作業の進め方に関する理解を深
めることができる。
(2) 進捗表の可視化
クラス全体の作業進度を視覚的に把握できるよう、
進捗表を作成し教室内に掲示している。これによ
り、生徒同士で互いの進度を確認し、分からない
部分について相談しやすくなる。
(3) 自由進度学習の採用
本授業では、生徒が各自のペースで作業を進めら
れる自由進度学習を導入している。そのため、作
業の進行に個人差が生じやすいが、前述のスライ
ド・動画の活用や進捗表の可視化により、必要な
情報を適切に得ながら自律的に学習を進めること
が可能となる。
3. 実践の効果
本実践を通じて、以下のような効果が見られた。

•生徒が作業の手順を自主的に調べるようになり、
主体的な学習態度が育成された。

•進捗表によりクラス全体の進行状況が一目で分か
るため、生徒同士の協力が促進された。
•いつでも学習資料を参照できる環境が整備される
ことで、作業の停滞が減少し、教員のフォローも
しやすくなった。
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